
 

 

 

第２６回市川市行徳臨海部まちづくり懇談会 

 

日時 平成２１年７月２３日（木）  

１８：３０～２０：００    

会場 行徳文化ホールＩ＆Ｉ大会議室 

 

 

次   第 

 

１．開 会 

 

 

２．報 告 

（１）行徳臨海部の課題に係る最近の状況について（報告） 

   ア）主な経緯と今後の予定について             資料―１      

   イ）「三番瀬の再生と行徳臨海部の環境改善に関する要望書」について 

       資料―２         

   ウ）塩浜地区整備事業について               資料―３ 

   エ）塩浜市有地有効活用事業について            資料―４ 

   オ）地域コミュニティゾーン整備事業について        資料―５ 

   カ）市川漁港整備事業について               資料―６ 

 

３．その他 

   ア）次回の開催日について 

 

 

４．閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 26 回市川市行徳臨海部まちづくり懇談会委員名簿 

 

平成２１年７月２３日現在 

分 野 氏  名 所 属・専 門 

西 村 幸 夫 東京大学 工学部 教授 学
識
者 風呂田 利 夫 東邦大学 理学部 教授 ＜欠席＞ 

熊 川 芳 男 行徳地区自治会連合会 会長 ＜欠席＞ 自
治
会 歌 代 素 克 南行徳地区自治会連合会 会長 

佐 野 郷 美 市川緑の市民フォーラム 事務局長 

安 達 宏 之 特定非営利活動法人 三番瀬環境市民センター 広報 

丹 藤   翠 行徳まちづくりの会 代表 

市

民

団

体 

東  良  一 特定非営利活動法人 行徳野鳥観察舎友の会 理事長 

藤 原 孝 夫 市川市行徳漁業協同組合 漁

組 及 川 七之助 南行徳漁業協同組合 専務理事 

佐々木 洋 晁 市川市塩浜協議会 まちづくり委員会 事務局長 

高 根 英 樹 社団法人 市川青年会議所 監事 ＜欠 席＞ 

※門 田 高 朋 
独立行政法人 都市再生機構 千葉地域支社 

都市再生業務部市街地整備チーム チームリーダー 

企
業
・
関
係
機
関 

土 屋 光 博 市川市 副市長 ＜欠席＞ 

公
募 

川 口   勲 市川市民 

※……今回新たに委嘱された委員                  （敬称略）  



行徳臨海部の課題に係る最近の主な経緯（H20.12.26 以降） 
                                  平成２１年７月２３日 

年 月 日 内      容 

平成２０年  

１２月２６日 第２５回行徳臨海部まちづくり懇談会開催（市川市） 

平成２１年  

 ３月 ５日 第２４回「市川海岸塩浜地区護岸検討委員会」開催（千葉県） 

 ５月２０日 第２５回「市川海岸塩浜地区護岸検討委員会」開催（千葉県） 

５月２８日 「三番瀬の再生と行徳臨海部の環境改善に関する要望書」を県に提出（市川市） 

６月１１日 第２７回「三番瀬再生会議」開催（千葉県） 

７月１７日 第２０回「行徳臨海部特別委員会」開催（市川市） 

７月２３日 第２６回「行徳臨海部まちづくり懇談会」開催（市川市） 

 

 

行徳臨海部の課題に係る今後の予定 
 

年 月 日 内      容 

平成２１年  

７月３０日 第２６回「市川海岸塩浜地区護岸検討委員会」開催（千葉県） 

９月 ２日 第２８回「三番瀬再生会議」開催（千葉県）（予定） 

９月下旬 第２７回「市川海岸塩浜地区護岸検討委員会」開催（千葉県） 

１１月上旬 第２７回「行徳臨海部まちづくり懇談会」開催（市川市） 

１１月中旬 第２８回「市川海岸塩浜地区護岸検討委員会」開催（千葉県） 

１１月下旬 第２９回「三番瀬再生会議」開催（千葉県（予定） 

平成２２年  

２月下旬 第２９回「市川海岸塩浜地区護岸検討委員会」開催（千葉県）（予定） 

２月下旬 第２８回「行徳臨海部まちづくり懇談会」開催（市川市）（予定） 

 
 
 
 

資料－１ 











三番瀬の再生と行徳臨海部の環境改善箇所図 

 

６．塩浜地区まちづくりへの協力 

陸と三 番瀬が共生できるまちづくりの実現への協力 
５．漁港整備と漁業振興への協力

漁港 整 備に対 する財 政的 支 援等の協 力 

２．塩浜１丁目～3 丁目護岸の早期改修 

早期に事 業を完了させ、親 水 性に配 慮した護 岸構 造と前 面に干潟の造 成 

１．干潟の再生 

海水 循 環と市 民が身 近に海 に親しめる干潟 を再生 

４．環境学習ゾーンの整備 

干 潟 の自 然 、また、行 徳 の海 辺 の歴 史 が学 べる

自然 環 境学 習 施設の整 備 

第 1 期 地 区  

８．行徳近郊緑地の市民利用の促進 

市民が自 然に親しむ、開かれた空間としての活用と地元 市 が主体 的に直 接管 理 

９．石垣場・東浜 

①地権 者 活用 ゾーン 

 適切な土 地利 用の誘 導と道 路、緑 地の整備  

②江戸 川 第一 終末 処 理場の建設 促 進 

 早 期 の工 事 着 手 と情 報 の提 供 ・上 部 利 用 等 は周 辺 市 民

や市の意 見を尊重 

７．市川航路等の安全確保 

港湾 整 備計 画 に基づく航 路の早急な整 備と 

泊地の維 持浚 渫 

②

①

①

市 川 塩 浜 駅  

市 川 漁 港  

行 徳 近 郊 緑 地  

市 川 泊 地  

江 戸 川 第 一

終 末 処 理 場
真

間

川

泊

地  

市

川

航

路

３．青潮対策の実施 

短期 的には、干 潟や藻 場の造 成・長期 的には、深掘 部の埋め戻し 

１０．下水道処理水（高度処理水）の活用 

高度 処 理水を近郊 緑 地の水 環境の改 善等 に活用 塩 浜 一 丁 目

塩 浜 二 丁 目

塩 浜 三 丁 目





















 

民有地B（4,477㎡） 民有地C（2,122㎡） 

民有地A（4,147㎡） 

都市計画道路3･4･34号線予定地（1,242㎡） 

市川塩浜駅 

平成 20 年 2 月に地権者間で合意された換地想定図（案） 

既存道路（11,000㎡） 駅前広場（2,000㎡）

市川市（52,252㎡） 

民有地D（32,800㎡） 

護岸敷（市）（4,500㎡）

第１期先行地区現況図 

塩浜地区整備事業 

保留地及び民有地換地 

駅前広場

公園 市所有地 

市川塩浜駅 

塩浜第 1期まちづくりの進捗状況 
 

○平成 19 年 6 月に、先行地区の地権者 5 者で「市川塩浜地区第 1 期まちづくり推

進協議会」を設立し、事業を推進することになった。 
○平成 20 年 2 月に、関係地権者の間で、土地区画整理事業により基盤整備を進め

るという合意が得られ、概略換地設計や市場調査等の先行調査業務を実施した。 
○市場調査の結果、地権者が希望する商業系の進出は難しいとの報告がされた。 
○先行調査業務の内容を踏まえて、地権者で協議、検討を行ってきたが、民有地

の換地計画等について、地権者間で合意が得られていない状況である。 

 

 

環境学習の場 

（市所有地） 

 

名称 面積（㎡）
市有地 52,252
民有地 43,546

駅前広場 2,000
既存道路 11,000

護岸敷（市）、その他 5,700
計 114,498



塩浜市有地有効活用事業 

 

１．事業者  

株式会社シー・ヴイ・エス・ベイエリア  

２．事業計画内容  

  ・敷地面積  2,951.95 ㎡  

  ・契約期間  平成 21 年 3 月 1 日～平成 31 年 2 月 28 日（10 年間）  

  ・施設概要  1 階  ：コンビニ、飲食店、ホテルロビー、集会スペース  

         2～4 階：ビジネスホテル客室（108 室）  

          自転車駐輪場、原付駐輪場、自動車駐車場  

３．スケジュール  

  H21.4   建築工事着工  

  H21.11   施設オープン  

 

 

 

○位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行徳警察署 

市川塩浜駅 

塩浜２丁目歩道整備工事 

自転車駐輪場

国道３５７号（湾岸道路） 

ＪＲ京葉線 

N 

自動車駐車場

コンビニ、飲食店、ホテル 

自転車・原付駐輪場

(Ｈ21 年度市施工、幅員４ｍ)

○イメージ図  ○現場写真  



地域コミュニティゾーン整備事業 
 

１．事業全体の概要 

  地域コミュニティゾーンについては、千葉県が市川二期埋立事業計画を中

止し、江戸川第一終末処理場を当初に計画決定された地区に設置すると平成

１４年１２月に知事が表明したことを受け、本地区の土地利用計画を、地権

者・地元自治会代表、千葉県、市川市で検討を重ねた結果、３つのゾーン（終

末処理場敷地ゾーン、地権者活用ゾーン、地域コミュニティゾーン）に分割

して活用を図ることで合意した。 

  この内、地域コミュニティゾーンについては、市川市が主体となって用地

買収及び施設建設を進め、行徳地域における福祉、スポーツ、防災等の拠点

として活用を図っていくこととしている。 

 

○計画面積 約３．３８ha 

○計画されている施設 

 都市公園（約 14,400 ㎡） 

体育館、当面運動場（約 12,400 ㎡）、 

 障害者施設（約 6,400 ㎡） 

道路拡幅（約 600 ㎡） 

○概算事業費 

 ・総事業費 約 35.8 億円 

   用地買収費  約 20.1 億円 

   造成工事費   約 3.2 億円 

   施設建設費  下妙典公園 約 4.5 億円 

障害者施設 約 7.1 億円 

          運動場   約 0.6 億円 

          道路    約 0.3 億円 

○事業手法（補助制度）   
まちづくり交付金制度、地域活力基盤創造交付金 

○今後のスケジュール 
 ・土地造成、下妙典公園、運動施設、拡幅道路の実施設計の実施（１年） 

           ↓ 

・買収完了後、造成工事、運動施設工事、拡幅道路工事に着手（工事約２年） 

・障害者施設実施設計に着手（１年） 

           ↓ 

・障害者施設工事に着手（工事 約２年） 

           ↓一定期間工事が重複 

・下妙典公園整備工事に着手（工事 約２年） 

           ↓ 

          供用開始 
 







  

市川漁港整備事業 

 
○経 緯 

現在の市川漁港は、市川Ⅱ期埋立計画を前提に整備された暫定漁港であり、このため、

狭隘で漁業施設もなく、整備後約４０年近く経過しており、老朽化も進んでいる。 

・平成１７年度 両漁業組合、県、市による漁港整備勉強会を立ち上げ、漁港整 

備についての協議を開始 

・平成１８年度 漁港整備基本計画を策定し、漁港の位置や規模等の検討を実施 

・平成１９年度 今後の整備に必要となる測量調査、土質調査を実施 

・平成２０年度 環境影響評価に伴う調査を実施 

・平成２１年度 

三番瀬漁業補償の問題が解決（平成２０年１０月）し、平成 

２１年６月の両漁業組合総会で、漁業者が確定 

 

○平成２１年度 
  ①市川漁港基本設計等業務委託 

    ・予 算 額  ７，６４４，０００円 

    ・調査目的  本市が平成１８年度に策定した「市川漁港整備基本計画」の見直

しを実施すること、及び「市川漁港整備基本計画」に基づき、各漁

港施設の基本設計を行う 

・委託期間  平成２１年７月下旬 ～ 平成２２年３月下旬予定 

・業務内容  水産業の現状と動向、水産業の将来見通し、基本計画の策定、   

費用対効果分析、設計条件の整理、波浪解析、港内静穏度解析の  

検討、基本設計、基本設計図面の作成 

 

②市川漁港環境影響評価業務委託 

 ・予 算 額  ４，２００，０００円 

    ・調査目的  本市が平成２０年度に実施した現地調査結果を踏まえ、環境影響

評価を行う 

・委託期間  平成２１年８月下旬 ～ 平成２２年３月下旬予定 

・業務内容  漁港整備工事、新漁港及び新漁港の利用者が自然環境及び社会  

環境に及ぼす影響の程度と範囲について、平成２０年度に実施した

「環境影響に伴う調査業務委託」結果を基に、予測・評価及び保全

措置を行うもの 
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